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奈良県観光データポータルサイト「みるなら」

グッドデザイン賞２０２５の受賞



奈良県観光データポータルサイト「みるなら」 とは

自治体、観光事業者・団体等が

エビデンスに基づく事業展開の必要性増

・日本人観光客の趣味・嗜好の多様化

・国籍によるインバウンドの消費動向の違い

・安い・狭い・浅いの課題解決に向けた

地域の特徴を活かした観光地づくりの必要性

・データが様々な箇所でバラバラに掲載されてわからない

・生データから分析する手間・ノウハウの不足

・データの取得にコストがかかる

データ活用上の課題

国や日本政府観光、県、民間機関が有するデータを

一元的に編集し、見やすい、使いやすい形で公表する

ことで、関係者によるデータ活用を促進

しかし

奈良県観光データポータルサイト「みるなら」の構築そこで

課 題
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奈良県観光データポータルサイト「みるなら」

観光客の観光目的は？ 観光客の滞在期間は？ 観光客の消費動向は？

観光客が奈良を知ったきっかけは？ 観光客の人数は？ 観光客の宿泊先は？ 観光客の交通手段は？

■奈良県観光データポータルサイト「みるなら」
https://nara-tourism-data.pref.nara.jp/

観光客の特徴と数は？
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【「みるなら」トップページ】



奈良県観光データポータルサイト「みるなら」

■奈良県観光データポータルサイト「みるなら」
https://nara-tourism-data.pref.nara.jp/

観光客の特徴と数は？

CLICK
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【使い方イメージ】
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■奈良県観光データポータルサイト「みるなら」
https://nara-tourism-data.pref.nara.jp/

更に詳しいデータを確認したい場合は当

該箇所をクリックしてください。

奈良県観光データポータルサイト「みるなら」

「みるなら」操作イメージ
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■奈良県観光データポータルサイト「みるなら」
https://nara-tourism-data.pref.nara.jp/

東京都からお越しの方の

特徴と数を把握いただけます。

奈良県観光データポータルサイト「みるなら」

「みるなら」操作イメージ



「みるなら」 のグッドデザイン賞２０２５の受賞

利用状況

表示回数：２．５万回 ユニークユーザー数：３，９４１人（令和７年１０月９日時点）

＊1人あたり、約６．５回アクセス

利用者の声

来訪者の人流や宿泊統計
を一元的に確認でき、料金
設定や販促ターゲットの見直
しをデータで裏づけられる点が
助かります。
自社データと照合することで、
当社の強み・弱みが明確に
なり、国内・インバウンド別の
宿泊者数分析も需要動向
の把握や施策立案に役立っ
ています。

インバウンド旅行者を案
内する際、観光目的や来
訪者インタビューのデータを
活用でき、ガイドの質向上
に役立っています。
今後は、より多様なデー
タ分析や現場の意見を反
映し、旅行者ニーズを的確
に捉える取り組みに期待し
ています。

県内
宿泊事業者

県内
ガイド事業者
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「みるなら」 のグッドデザイン賞２０２５の受賞

１９５７年創設（当時は、通商産業省）。国際デザイン賞。現在、公益財団法人
日本デザイン振興会主催。社会のあらゆる領域から「よいデザイン」を見出し、広く推奨し
ていくための運動として、デザインを審査・評価するだけでなく、いかにデザインの価値を高
めて社会に定着させていけるかということを見据え、そのための取り組みの強化に務めてい
る。
製品、建築、ソフトウェア、システム、サービスなど、私たちを取りまくさまざまなものごとに
贈られる。かたちのある無しにかかわらず、人が何らかの理想や目的を果たすために築いた
ものごとをデザインととらえ、その質を評価・顕彰。

受賞概要

発表日：令和７年１０月１５日

応募カテゴリー：地域の取り組み・活動

受賞内容：GOOD DESIGN AWARD

（グッドデザイン賞）

グッドデザイン賞とは
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「みるなら」 のグッドデザイン賞２０２５の受賞

単なる情報表示を超えた、社会的に非常に重要なデザイン。

観光事業者がデータと向き合うきっかけを提供し、客観的なデータを活用した施策立案を促す

仕組みが秀逸。特筆すべき点として、操作説明会やフォローアップ窓口といった伴走支援の仕組

みまでをデザインに含めていることが挙げられる。

これは、観光客の集中や消費額の低迷といった構造的な問題に対する、本質的な解決策。

観光立国を目指す日本において、地域経済の循環を促し、持続可能な観光地経営を実現する

ための重要なモデルケースで、デザインが社会課題解決にいかに貢献できるかを示す模範的な事

例。

受賞理由 ※審査委員の評価（抜粋）

8



奈良県観光データポータルサイト「みるなら」 について

今後の展開

○県内市町村・観光関連事業者の利用の促進

・活用マニュアルの整備

・伴走支援（業務への反映のサポート）
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